


















































































































































































































































































・Porter, M. & Kramer, M.（２００６）“Strategy and Society,”Harvard Business Review, Dec.（「競争優位の CSR
戦略」『ハーバード・ビジネス・レビュー』２００８年１月号）
―１４４―
・森本三男（１９９４）『企業社会責任の経営学的研究』白桃書房
・山縣正幸（２０１３）「中小企業のコーポレート・ガバナンス―どのステイクホルダーが、どのように行うか
―」足立編『サステナビリティと中小企業』同友館、第８章
 本稿は、拙稿（２０１５）をベースに、中小企業の事業承継と後継者の信頼獲得プロセスの部分に特化し、
加筆修正したものである。
 例えば伊吹（２０１４）など。
 例えば佐久間・田中（２０１１）など。
 例えば藤井（２００５）など。
 中小企業基本法の定義に準ずる。
 山縣（２０１３）によれば、中小企業のコーポレート・ガバナンスでは、大企業と異なり、ステイクホルダー
として株主を意識することはほとんどない。
 先行文献レビューに関しては、許（２０１５）をベースに加筆修正した。
	 『CSR白書』のアンケート調査対象企業のうち８５％は東京証券取引所の一部上場企業である。対象企業
のうち過半数は、CSR専門部署を設置している。

 従業員２０人以下の企業を指す。
 「中小企業者・小規模企業者の経営実態及び事業承継に関するアンケート調査（２０１３年実施）」および「中
小企業者・小規模企業者の廃業に関するアンケート調査（２０１３年実施）」をもとにしている。
 株式会社大川印刷の大川哲郎社長には、２０１４年８月５日に単独インタビューを行った。
 ソーケングループには数年間にわたり有吉社長と行動を共にし、話を伺う機会を多く得てきた。今回の
事例考察では、特に２０１４年４月１１日のインタビューをもとにしている。
―１４５―
